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健康教育分科会 10：45  ～ 12：00

０．自己紹介（所属と氏名の入力 → （例）鳥取中 田中）

１．鳥取大学 竹田伸也教授 解説動画

２．実践報告

３．協議・質疑応答

４．その他

アサーション授業による中学生の
コミュニケーションに対する意識

鳥取大学附属中学校
養護教諭 岸田佳子

全附連 ８月５日

4

本校の研究について
⚫ 本校の研究目的

学びとは何か。その基本的な問いを見つめます。

学びの目標として知識獲得に目を向けるのではなく、

学びを楽しんだり、苦しんだり，そのような中で前進

していく学びの力に目を向ける授業について研究します。

⚫ その中心的活動として、生徒が手持ちの知識や技能を生かしつつ、

新たな問題に立ち向かう「やりくり」を設定します。

学ぶ力に対して「やりくり」がどのように関わるのかを考えていきます。

⚫ 「やりくり」― 今持っている材料を使って 自分なりの解を求めて思考する、
そんな生徒 を育てる授業づくりに挑戦しています。その言葉を中心に考えた、
研究をすすめています。

はじめに

5

健康教育のやりくりとは

⚫健康教育で学んだことを自分の生活の中で活用し、
心身の健康の保持増進をはかることが出来る。

⚫コロナ禍での心身の健康を保つためのやりくり

はじめに 6はじめに

終わりの見えないストレスで人は視野が狭くなる

コロナ禍

ストレス

自己を客観的に捉える力、
他者に対して適切に関わる力の育成

◆研究の背景

不安 制限

アサーション
授業の実施
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7はじめに

●アサーティブ（アサーション）とは（堀田美保）

「自己尊重」「他者尊重」の両者を軸とするコミュニケーション

自己の感情・意見・考えをまず自分で認識し、それらを相手に伝えつつ

（自己尊重）

相手の考え方や意見が異なる可能性をふまえて、互いの相違を受容する。

（他者理解）

その上で自分が問題だと感じている事柄について解決策を模索すること。

アサーティブなコミュニケーションとは

8

健康教育のやりくりとは

〇コロナの不安や制限からストレスがたまり、人に当たったり傷つけたり、

反対に自分の気持ちを押しとどめ伝えられなくなる人がいる。
このような予測しないストレスと対峙した時に、お互いを思いやった
コミュニケーションを取るためにはどうしたらよいのかどうすればよいのか。

〇心の状態と動きの表を示し、３種類の自己主張を紹介。心の状態によって
自己主張が違ってくること、自分がやりがちな自己主張の仕方を知る。

アサーティブネスな表現を理解する。

自分の気持ちも相手の気持ちも大切にしながら、自分の気持
ちを伝える方法を実践する。（事例練習の中で、実生活の中で）

はじめに

9

◆本研究の目的

１．アサーション授業後におけるコミュニケーションの

意識に対する具体的な効果や持続性の把握

２．どのような場面でアサーティブなコミュニケーションを

実践したのかについて明らかにする。

はじめに
はじめに 10

アサーション授業後、半年後に継続してみられる効果
があるか

コロナ感染症予防
の授業

（コロナについて知る）

1時間目

アサーション授業
プログラム
２時間目 3回

授業前
授業後（一ヶ月後）
半年後

アンケート調査

研究の方法

第１学年１３８名 2020年11月～12月

クラス毎に２時間 学年主任と養護教諭で実施

11

アンケート項目（５件法）

研究の方法 いつもしている ５点
時々している ４点
どちらでもない ３点
あまりしていない２点
全くしていない １点

12

●授業後・半年後のアンケート追加した質問

「アサーティブな表現で話すことを心がけていますか」

●半年後のアンケートに追加した質問

「授業で習ったことを授業後の生活の中で活用したことがありますか」

ある場合は「どんな時に使ったか」

ない場合は「使わなかった理由について」自由記述を求めた。

研究の方法

7 8
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アサーション授業プログラム

授業の内容

時間 学習の内容

２
時
間
目

・コロナ禍で起きている個人レベルのトラブルをあげ、

どうしてこのようなことが起きているのかを考える。

・「アサーション授業プログラム」を使い、自己表現の

３つのスタイルをキャラクターで紹介する。

・心の状態には４つの状態があること、自分のタイプを

知る。

・アサーティブな表現の練習をする。

・気持ちよく生きるための４つのルールを知る。

14

アサーション授業プログラム

プレゼン資料を大画面に映し説明する。

授業の内容

15授業の内容

３種類の自己主張

攻撃的表現 非主張的表現 アサーティブな表現

16
授業の内容

17

事例練習

授業の内容

クラスメートが熱が出て早退しました。Aさんがあの人はコロナかもし
れないから、他のクラスの人に教えてあげようと言ってきました。あな
たは何と答えますか。

18

誰かと話をしているとき相手の気持ちを聞いてあげるようにしていますか

50.8%

63.3% 60.8%

38.3%

27.5%
30.8%

8.3% 9.2%
7.5%

2.5%
0% 0.8%0% 0% 0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

授業前 授業後 半年後

5いつもしている

4時々している

3どちらでもない

2あまりしていない

1全くしていない

①一元配置分散分析

F (119)= 4.55, p < .05

主効果が有意であった。

②LSD法を用いて多重比較

授業前＜授業後＝半年後

結果と考察

■単純集計
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〇授業後の得点が高く半年後も継続している

・今まで意識していなかったが、自分が相手の気持ちを聞いていたことに気

づいた。

・元から相手の気持ちを聞こうとしていた子が、さらに自信をもってや

ろうと思った。

・相手の気持ちを聞くことが大切だと思い、意識してやるようになった。

・授業の中で繰り返し伝えており記憶に残りやすかった。

・もともと、肯定的評価が多かった問いであり

より強化された。

結果と考察 20

相手のせいにしてしまう言い方をすることがありますか

0.0% 0.0% 0.8%

24.2%

10.8%

21.7%23.3%

27.5%

20.0%

40.0%

46.7%
48.3%

12.5%
15.0%

9.2%

0%
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20%
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50%

60%

授業前 授業後 半年後

5いつもしている

4時々している

3どちらでもない

2あまりしていない

1全くしていない

①一元配置分散分析

F (119)= 4.95, p < .05

主効果が有意であった

②LSD法を用いて多重比較

授業後＜授業前＝半年後

結果と考察

■単純集計

21

人のせいにするという感情を抑える行動
一度の授業では効果が持続しない。継続的な指導が必要。

〇授業後の得点が一時的に良くなったが、半年後には元に戻った

・授業後に一時的に良くなった理由

自分が攻撃的表現をしていることに気づいた生徒が、別の行動をとりた
いと思った。

・半年後に戻った理由
授業の中の言葉として説明していたが、「相手のせいにしない」という
ことについて表記して示しておらず、主とした活動にもしていなかった。

記憶に残りにくかった。

結果と考察 22

◆半年後のアンケート及び自由記述の分析

62.5

37.5

授業後

はい いいえ

授業後からアサーティブな表現で話すことを心がけているか

結果と考察

64.2

35.8

半年後

はい いいえ

23

◆半年後のアンケート及び自由記述の分析

82.5

17.5

半年後

ある いいえ

授業で習ったこと
を活用したことが
あるか

結果と考察

ある 〇班や学校生活の中で
・相手のことを考えて反対の意見があるときは理由や代案を一緒に伝える
ようにした。

・意見を発表するときなどに相手の意見も聞いて自分の意見も言った。
〇人とトラブルがあったときに
・嫌なことをいわれたときはっきり言うようにしている
・少し言い合いになっているときに止めるように使った。
〇意見が違ったとき・断るときに
・「どうして？」を後ろに言うようにした。相手に尋ねるときそうした。
・自分と相手の意見が違った時に相手がなぜそう思ったのか等を考え気持ち
を大事にした。
・友達から遊びに誘われたとき、相手を傷つけないように断れた。
〇友達と遊んだり、話をしているときに
・自分の事を話しすぎて相手が困ったりしてしまわないように心がけた。

・友達の気持ちを考え思いとどまるようになった。

→様々な生活場面においてアサーティブな行動を取ろうとしている

24

◆半年後のアンケート及び自由記述の分析

82.5

17.5

半年後

ある いいえ

授業で習ったことを活用したことがあるか

結果と考察

ない・そのような場面がなかった。
・意識していないので覚えていない。
・意識していたけど、これは道なのかと言うことがあり、難しかった
から。

・使ったかもしれないけど、使えていたかがわからない。
・はっきり言いすぎても失礼になるし、相手を傷つけてしまうことが
あるから

・どうやって使ったらいいかわからなかった。難しかった。
・自分の意見をどうしても隠してしまうから

→どのような言葉を言えばいいか悩んだり、そもそも自分の意見を
伝えることに自信がなかったりする様子がうかがえた。
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◆まとめ

アサーション授業プログラムを用いることで

・「誰かと話をする時相手の気持ちも聞いてあげますか」

半年後も継続した効果があった。

・「相手のせいにしてしまう言い方をすることがありますか」

継続的な効果はみられなかったが、一時的には意識づけることができた。

・生徒は彼らの日常生活の様々な場面で、アサーティブなコミュニケーショ

ンを実践していた。

まとめと今後の課題 26まとめと今後の課題

◆今後の課題

・発達段階によって意識の差に違いが出るのか不明

・授業における活動と効果の関係性が明らかではない。
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